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◆ 会長挨拶      瀧田貴夫会長 

昨晩２３時過ぎに､青森県東

方沖を震源とする最大震度 6

強の地震がありました｡気象

庁は今後 1 週間は大規模な地

震の発生に警戒を強めるよう

呼びかけています｡ぜひ皆様

も､しっかりと備えをお願い

いたします｡地震による死者

の主な原因は建物の倒壊や家具の転倒による圧死･

窒息死が圧倒的に多く､次いで火災による焼死とい

うことですので､まずは家具の固定などをしていた

だき､しっかりと身を守り､そして､自身が起こった

時の､火の始末､消火の備えなどもしていただければ

と思います｡ 

さて､土日月曜日にて､友好クラブであります熊本城

東ロータリークラブに訪問してきました｡熊本城東

ロータリークラブとの友好関係を築いてきていただ

きました中島パスト会長をはじめとしまして、私、井

橋幹事、松田エレクト、浜野副幹事などを含めまして､

１２名で訪問してきました。熊本城東ロータリーク

ラブとの懇親会で私からの会長挨拶がありました。

私は、・越谷と熊本、遠く離れた地です。遠距離恋愛

ですと､とっくに破綻しているぐらいの距離です。そ

の私たちが、友好クラブとして 30周年を迎えること

ができました。・長きにわたり情熱と友情を育んでこ

られた、両クラブの全てのメンバーの皆様のおかげ

だと、心より感謝申し上げます｡・１０年前、５５周

年記念式典の開催の際には､４月に熊本地震があっ

たにも関わらず､５月の式典には熊本城東ロータリ

ークラブのビッグボス､本田パストガバナーにお越

しいただいたりもしました｡またコロナ禍で少し行

き来がないこともありました｡・熊本城が今、力強く

復興を遂げているように、私たち両クラブの友情も、

さらに力強く､深めてまいりたい･そして､来年の５

月１０日は６５周年記念式典を行いますので、ぜひ

お越しいただきたい｡という話をしまして､それで皆

様の挨拶も､そして若海パスト会長が作成しました

出
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会員数 出席者数 出席率 免除者数  出席修正率 

96 名 59 名   64.83  ％ 16 名   
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｢３０年の軌跡｣記念動画も流して､進んでいたので

すが､懇親会の終わりごろに、米山さんが気づきまし

て､３０年じゃないのではないか。よく考えたら､２

０周年ということで､大爆笑の楽しい会となりまし

た。なお､２０年前友好クラブ締結の時の写真をみま

すと､いまもいらっしゃるメンバーの写真もいくつ

かありまして､中島パスト会長も少し毛が残ってお

りました｡また熊本城東ロータリークラブの本田パ

ストガバナーは､９年前に亡くなられておりますの

で、翌日にはそのお墓参りもし、そして本田パストガ

バナーの熊本城稲荷神社

にて､本田パストガバナ

ーのご子息によって､越

谷ロータリークラブの

益々の発展を御祈願して

まいりました｡ 

ロータリークラブは、２７７０地区という埼玉東南

部､もしくはその第８グループという越谷市内のロ

ータリアンとの付き合い以上にはなかなか広がらな

い部分がありますが､文化の違うロータリークラブ

とのお付き合いは、とても勉強になります。熊本城東

ロータリークラブは､オーストラリア ウォロンディ

リー・ノース・ロータリークラブと友好クラブになっ

ているのですが､それも、越谷の姉妹クラブでありま

すキャンベルタウンロータリークラブに相談しまし

て、紹介いただいたところとのことです。ぜひ、皆様

も機会があれば､お越しいただいたときには交流を

していただければと思います。 

なお、金曜日は､ＩＭ記念ポリオ根絶チャリティゴル

フ大会がありました｡私はハンデ上限が３６であり

ましたので７８名中７４位と残念な結果となってし

まいました。大塚さんが２位、永島さんが３位、岡田

さんがベスグロでスコア７３でした。 

さて、本日は、自衛隊の出口新さんのご講演です。私

の大学の同級生であります｡通常は防衛大学を出た

方が、幹部候補生となるのですが、一般大学を出まし

ても幹部候補生になる道がありまして､その一般幹

部候補生として自衛隊に入隊し､おもに情報系を進

んでこられたのだと思います。数は少ないですが、一

般大学からの統合幕僚長になった方もいらっしゃい

まして､前の吉田統合幕僚長も東京大学から一般幹

部候補生として入隊をされた方でございます｡本日

の産経新聞記事によりますと、｢外交や安全保障のイ

ンテリジェンス(情報活動)を所管する担当大臣を来

年にも創設する｡情報活動の機能強化は高市内閣の

看板政策。政府には内閣情報調査室のほか、警察庁の

公安部門や公安調査庁、外務省、防衛省などの情報組

織があるが、各省庁が情報を抱え込む傾向も指摘さ

れている｣となっております｡その日本の情報組織の

一翼を担う防衛省の情報組織の幹部自衛官でござい

ます。 

それでは本日もよろしくお願いいたします！ 

◆理事会及び幹事報告      井橋英蔵幹事  

第 6 回定例理事会報告（令和 7年 12 月 2 日）  

1、1 月のプログラムが承認されました。2 月のプロ

グラムは継続審議中です。  

2、1 月 6 日(火)の新年夜間例会開催が承認されまし

た。  

3、12 月 27 日から 1月 4日まで年末年始休業とする

事が承認されました。  

幹事報告  

1、11 日(木)に熊木ｶﾞﾊﾞﾅｰと共にﾛｰﾀﾘｰを語る会がｵﾈ

ｽﾄ北戸田にて午後 6 時より開催されます。國府田会

員･青木美樹会員･岡安会員が出席します。  

2、1／31 の IM ですが、安倍昭恵様の特別講演には事

前氏名登録が必要となります。必ずお返事をお願い

します。  

3、ガバナー月信を BOX にお入れしましたのでご確認

下さい。  

4、瀧田会長始め熊本城東 RC 訪問団の皆様よりお土

産を頂きましたのでご賞味下さい。 

◆委員会報告 

◎ロータリー財団委員会 小暮直正委員長 

ﾛｰﾀﾘｰ財団にご寄付いただいた方をご報告させて

いただきます。石垣李枝子会員、中村昌弘会員、

長澤 告幸会員、渡辺秀雄会員、新戸 薫会員より

いただいております。永澤会員よりは大きくいた

だいております。引き続き皆様のご寄付よろしく

お願いいたします。 

◎ワイン同好会         

中川訓会員 

12 月 11 日に開かれます。多くの皆様に申し込み

をいただいております。お忘れの無きようご出席

ください。 

◎親睦活動員会    中村聡久委員長 

本日 18 時より割烹若松さんにて親睦活動員会を

開催いたします委員の皆様ご出席をお願いしま

す。12 月末までのご寄付を何卒よろしくお願いし

ます。 

◆米山記念奨学会感謝状等授与 瀧田貴夫会長 

８千万円達成クラブ 越谷ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

◆ﾛｰﾀﾘｰ財団記念ﾋﾟﾝﾊﾞｯｼﾞ等授与 瀧田貴夫会長 

ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽﾌｪﾛｰ 大野凜子会員 

◆RLI ﾊﾟｰﾄ１修了証授与 瀧田貴夫会長 

米山剛会員、吉澤紀親会員 

◆ゲスト卓話  

「防衛駐在官として見たウクライナ」  

陸上自衛隊 中央情報隊 情報処理隊長 一等佐 

出口 新 様 

  私は陸上自衛隊中央情報隊情報処理隊長の出口



越谷ロータリークラブ週報 VOL2856 

第 3104 回例会報告（例会日：2025 年 12 月 9 日）担当：木内 英二 

と申します。これまで防衛駐在官として､カザフスタ

ン､そして 2023 年 4 月から約 2 年間ウクライナに勤

務してまいりました。本日は、防衛駐在官の仕事の概

要と､クライナ戦争の現状､そしてそこから得られた

教訓についてお話ししたいと思います。 

防衛駐在官は自衛官であり､防衛省に所属していま

すが、赴任の際には防衛省を一度離れ、外務省に出向

し、在外公館で活動します。制服と階級を保持したま

ま、赴任国政府の正式な許可を得て、国防省や参謀本

部と公式に接触し、情報収集や交流事業を行います。

身分を隠して活動するようなものではなく､公に認

められた立場で仕事をしています｡ 

ウクライナ戦争は 2022 年 2 月に始まり､すでに 3 年

以上が経過しています｡これは、日本が太平洋戦争で

アメリカと戦った期間よりも長く､ウクライナ国民

が非常に長い間､戦争を続けているという現実を示

しています｡私が赴任した 2023 年春は、欧米からの

戦車供与を受けて反転攻勢への期待が高まっていた

時期でした。しかし、ロシアが時間をかけて構築した

陣地の前に戦況は膠着し､その後も戦争は続いてい

ます。 

戦闘は主にウクライナ東南部の 4 州で行われてい

ますが､ロシアはドローンやミサイルによる攻撃を

ウクライナ全土に加えています。特に電力施設やイ

ンフラを狙うことで、国民の戦争継続への意欲を削

ごうとしています。私の滞在中も、夜間に空襲警報が

鳴ることは日常的で、地下への避難を繰り返してい

ました。最近ではドローンの数も増え、首都キーウに

おいても被害が出ている状況です。 

こうした中で、私が防衛駐在官として行っていた仕

事の大きな柱は二つあります。一つ目は情報収集で

す。現地報道を日々読み込み、その上で国防省や参謀

本部が主催する武官団向けブリーフィングに参加し、

各国の駐在武官や有識者との意見交換を行い、日本

の防衛省・外務省へ報告していました。武官団に所属

できることは、防衛駐在官としての重要な情報源と

なっています。 

二つ目は、日本としてウクライナにどのような協

力ができるかを調整することです。日本は殺傷兵器

を供与できないため、非殺傷分野での支援を中心に

行っています。その一つが、負傷したウクライナ兵の

日本での受け入れ治療です。自衛隊中央病院や防衛

医大などで、主に下肢を失った兵士に義足を装着し、

自力で歩けるようになるまで支援してきました。一

人ひとりに時間はかかりますが、兵士の第二の人生

を支えるという点で、非常に意義のある支援だと感

じています。また、自衛隊で用途廃止となった車両を

整備して供与するなど、可能な範囲で支援を続けて

います。 

次に、ウクライナから得られた教訓についてお話

しします。第一に、国民の高い継戦意志です。ロシア

による侵略と虐殺に対する強い怒りがあり、｢一兵た

りとも残さず領土から追い出すまで戦う｣という意

識が非常に強いと感じました。街頭デモでも、戦争反

対ではなく、徴兵の公平性や捕虜交換を求める声が

多く見られます。 

第二に、国民の士気を維持する工夫です。部隊ごと

の戦果発信や､大統領自らが戦死者を表彰する制度

などが､国民の継戦能力を支えています。 

一方で、兵員不足は最大の課題です。人口規模で劣る

ウクライナは、無人システムの活用、徴兵制度の見直

し､志願兵へのインセンティブ､囚人の志願制度など、

さまざまな方法でこの問題に対応しています｡特に

ドローンや無人艇の活用は戦場の様相を大きく変え

ました。光ファイバー誘導ドローンなど、新しい技術

もこの戦争の中で生まれています。 

最後に､ウクライナの人々からよく聞いた言葉があ

ります。それは、｢自分たちはヨーロッパの安全のた

めに戦っている｣という言葉です。同時に、この戦争

は北朝鮮兵の参戦などを通じ､日本を含むアジアの

安全とも無関係ではありません｡ウクライナは日本

の支援に深い感謝を示すとともに､今後も非殺傷分

野を中心とした協力への期待を寄せています｡ 

将来的な復興を見据え､日本企業にとってもインフ

ラ復旧や地雷除去など､関わる余地は大きいと思い

ます。本日の話が、ウクライナ情勢を自分ごととして

考えていただくきっかけになれば幸いです｡ 

◆ビジターゲスト紹介 

陸上自衛隊中央情報隊情報処理隊長一等佐 

出口 新様 

ｴﾝﾄﾗｽﾄ 田村 勝様、(有)河上工務店 河上祐之様 

◆スマイル報告（敬省略） 

＊①出口様 本日はありがとうございました。②田村

勝さん、ご入会をお待ちしております。③河上祐之

様、ご入会をお待ちしております。/瀧田貴夫 

＊①出口新様 ウクライナの内情をわかり易く説明

頂きまして誠にありがとうございました。②田村勝

様･河上祐之様 午前中の面談からご協力ありがとう

ございました。/井橋英蔵 

＊①出口新様 本日は大変貴重なお話、誠にありがと

うございました。益々のご活躍を祈念申し上げます。

②米山記念奨学金に対してｸﾗﾌﾞが 8 千万円達成でき

た事は、会員皆様のご協力のお陰です。おめでとうご

ざいます。③熊本城東 RC との友好締結 30 周年記念

(本当は 20 周年)に参加の皆様大変ご苦労様でした。

/中島美三郎 

＊①出口新様のお話を聞きながら、太平洋戦争時、満

州から南方ﾆｭｰﾌﾞﾘﾃﾝ島ﾗﾊﾞｳﾙに転戦赴任し、第 8方面

軍司会部にて塹壕堀をした父の話を思い出しました。

②熊本城東 RCとの友好ｸﾗﾌﾞ締結時の訪問では、驚く
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ような偶然の出合いもあって思い出深い旅でした。

そうですか、20 年前でしたか？訪問団の皆様お疲れ

様でした。/新井進 

＊出口新様 本日卓話ｳｸﾗｲﾅからの我々の毎日のﾆｭｰｽ

をﾃﾚﾋﾞ･新聞での情報では知れない事を詳しくお話

頂き勉強になりました。/山田二三夫 

＊①出口新様ｳｸﾗｲﾅの卓話ありがとうございました。

②田村さん･河上さんお待ちしておりました。入会よ

ろしくお願い致します。③中島団長はじめ、熊本訪問

団の皆様、大変お世話になりました。/江原武男 

＊出口新様 貴重な防衛駐在官の体験をお話頂きあ

りがとうございました。/吉野寛治 

＊①出口新様 本日は大変貴重なお話ありがとうご

ざいました。②ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ田村さん･河上さん入会お

待ちしています。/浅見冨司雄 

＊田村様･河上様 本日は面談お疲れ様でした。入会

をお待ちしております。/豊田高行 

＊出口新様 ｳｸﾗｲﾅの卓話ありがとう。/鈴木功 

＊①出口新様 最新の世界情勢ｳｸﾗｲﾅ情勢ありがとう

ございました。②先週の総会時には会長ｴﾚｸﾄなのにｲ

ﾝﾌﾙにかかり大変ご迷惑をおかけしました。臨機応変

にﾗｲﾝで繋いで会長ｴﾚｸﾄの挨拶ができました。ご尽力

頂いた澤幡さん及び皆々様誠にありがとうございま

した。/松田繁三 

＊①出口新様 本日はｹﾞｽﾄ卓話ありがとうございま

した。②田村様･河上様 ようこそ越谷 RC へ。入会お

待ちしております！③熊本城東RC訪問団の皆様大変

お世話になりありがとうございました！/森田隆 

＊47 回目の結婚記念日お祝いありがとうございまし

た。今後も夫婦共々健康に留意して、楽しい老後生活

を送りたいと思います。/平田徳久 

＊誕生祝いありがとうございます。熊本城東 RC訪問

団の皆様にはｶｷ小屋でのお祝いありがとうございま

した。ここでの事件は、焼きｶﾞｷのｶﾗが割れて松田先

生の方へ飛んで行き、驚いた先生が足へﾋﾞｰﾙをこぼ

したぐらいでしょうか。/若海宗承 

＊田村さん･河上さん 新会員面談お疲れ様でした。

早々のご入会お待ちしております。/増元晃 

＊本日の卓話講師 出口様 貴重なお話ありがとうご

ざいました。田村さん･河上さん入会お待ちしていま

す。/中島雅樹 

＊河上様のご入会･田村様の再入会お待ちしており

ます。/髙橋和彦 

＊①田村さん･河上さん ようこそ越谷 RC へ。入会楽

しみにしています。②熊本訪問団の皆さん大変お世

話になりました。体重が3.5kgも増えててﾋﾞｯｸﾘです。

うどん屋からの博多ﾗｰﾒﾝ替玉付のはしごも初体験で

した。ありがとうございました。/近藤正成 

＊河上さん 越谷 RC へようこそ。入会楽しみにして

います。/大澤弘一 

＊出口様 本日は卓話ありがとうございました。とて

も勉強になりました。/中村聡久 

＊①田村様、ご入会を楽しみにお待ちしております。

②河上様 本日は例会にお越し頂きありがとうござ

います。ご入会お待ちしております。/濱野世嗣 

＊本日も多くのｽﾏｲﾙありがとうございました。田村

さん･河上さん入会お待ちしてます。/小森秀彦 

＊出口様 本日はありがとうございました。ｵﾌﾚｺにて

頭に納めました。/中里智博 

＊出口様 本日は貴重なお話を聞かせて頂き、ありが

とうございました。/宮部政夫 

＊出口様 本日の卓話、意義深いお話ありがとうござ

いました。/中村朝啓 

＊①熊本城東 RC の皆様と懇親を深め、本日 PG の墓

参にも行って参りました。訪問中の事件は井橋英蔵

幹事がﾚﾝﾀｶｰをぶつけた事ぐらいでしょうか。訪問時

の残金をスマイルします。②それにしても井橋英蔵

幹事 運転下手すぎです。ぶつけた以外にも数回殺さ

れるかと思いました。左折ﾚｰﾝを直進して、正面衝突

しそうになるし、追突直前での急ﾊﾝﾄﾞﾙ。もう英蔵幹

事の車には乗りません。/熊本城東 RC 訪問団一同 

 

本日 41 件 54,664 円  累計 1,285,664 円 
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